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自 分 の こ と は テレビやゲームの 家族と一緒に
自 分 で す る 時間を決める 正しい食習慣

やさしく かしこく たくましく

厳しい暑さが続いています
が、薬小では子ども達のよう
に太陽の光にキラキラと輝く
「人権の花」花壇が完成しま
した。下野市から頂いた「人
権の花」１２０苗を活用させ
て頂きしました。

足りない分は買い足し、全校生
が一人一苗を植え付けられるように
しました、完成に至るまでには、更
生女性保護の会の皆様の除草ボラン
ティア、地域の方からの肥料の御寄
付、５年生児童の耕しや肥料入れが
ありました。職員も耕耘機を操作し
たり、花壇のデザイン・花のレイア
ウトをしたりしました。

まるで３４０人の児童の笑顔が集
合したような、赤や黄色、オレンジ、
ピンクで彩られた見事な花壇です。
前を通るだけでも元気のパワーを
もらいます。先日の強風や大雨で
も１本も倒れている苗はありませ
んでした。きっと１本１本支え合
っていたのでしょう。子ども達も
この花々のように、友だちと仲良
く、助け合って過ごしてもらいた
いと願っています。

３年生は俳句の暗唱やリ ６年生は修学旅行の様子

コーダーを発表しました。 を短歌で表現しました。

１年生は「はなのみち」 ５年生は「茶色の小びん」

の群読と歌を発表しました。をきれいに合奏しました。

下野薬師寺歴史館の皆様の御

協力により今年も「ふるさと体

験学習」がスタートしました。

「『薬師寺』の名を背負ってい

る子どもたち」という熱い思い

で、毎年、本校の子どもたちを

迎えて下さっています。

薬師寺に関連する植物の話や

紙芝居、えごま苗の植付、館内

巡りなど貴重な体験をさせて頂

きました。年々、自分の郷土へ

の愛着が増しているようです。

紙芝居は南河内中美術部によ

るもので、朗読はボランティア

さんが行ってくれました。ちょ

うど、南河内中の２年生が職場

体験に来ており、一緒に除草作

業をして地域に奉仕しました。

６ 年生 は歴史 の勉強 が始ま

り、 日本 史と薬 師寺と の関連

にも 興味 が湧い てきて いると

ころ です 。６年 生にと って本

校な らで はの「 ふるさ と体験

学習 」も 最後の 年とな る今年

は、安國寺住職の谷萩先生に歴史出前授業を行って

頂きました。先生のお話に熱心に耳を傾ける姿に「ふ

るさと薬師寺」を知りたいと願う気持ちが感じられ

ました。これまで何度となく耳にしていた人名や事

柄が先生のお話で時系列で繋がったり、薬師寺の偉

大さを知ったりと、とても貴重な時間となりました。

○「薬師寺はすごいんだよ」と家族に言われたことがあり

ましたが、どこがすごいのか、何の場所なのか知りませ

んでした。薬師寺の歴史を知ることができました。校歌

の白鳳は飛鳥時代→白鳳時代→奈良時代となり、白鳳と

いう言葉の意味を知り、校歌は歴史のことが歌詞になっ

ていて驚きました。国を安らかにするために安國寺とし

たことも知りました。

○「古麻呂」が薬師寺に関係していることは知っていたけ

れどもどのように関係しているかは知りませんでした。

古麻呂が自分の土地を渡して薬師寺を造ってくださいと

言ったということにびっくりしました。

○天武天皇や鑑真が薬師寺とつながっていたことやお寺の

敷地が石橋～仁良川まであったと知り驚きました。

○下野薬師寺が日本に三つしかなかった日本三戒壇の一つ

と知りました。戒壇とは何なのか、どんな人がいたのか

も知りました。その時代が７世紀末（奈良の都が平城京

に移った時）と知りました。



～猛暑の中、交通安全ボランティアの皆様、大変お世話になりました。ありがとうございました。～

毎日、暑い中を一生懸命に登校してきた子ども達、７月
２１日から待ちに待った夏休みが始まります。１年生にと
っては小学校初めての夏休みです。宿題や作品作りなどは
大変そうですが、上級生と一緒に過ごすプール開放や学習
支援教室「ぐんぐん」もあり、昨年とは違った成長の姿が
見られそうですね。

さて、夏休みは「薬小っ子スタンダード（当たり前のこ
とを当たり前に）」を自主的に取り組ませる絶好のチャンス
でもあります。この機会にぜひお子さんと内容を再確認に
し、家族のルールを話し合うなどして、継続的に取り組め
るよう励まして頂きますと、９月の順調なスタートが期待
できますのでどうぞよろしくお願いします。

全校生に歯磨き指導を実施

６月から７月にかけて保健室
の福田桜子先生から「正しい歯
の磨き方」の授業が行われまし
た。赤いテスターで歯磨きの状
態をチェックした後、「磨きにく
いところは歯ブラシを立てて磨
こうね。」と可愛い人形と大きな
歯ブラシを用いて分かりやすく教えてもらいました。

１年生には「お母さんに磨いてもらっているよ。」とい
う子も多かったようですが、ちょっとほっぺたを引っぱ
ってブラシを入れると磨きやすくなりますので、夏休み
はチャレンジのチャンスです。学校でも上手に磨けるよ
うになることでしょう。

また、夏休みは大好きなおやつにもつい手が伸びてし
まいますが、含まれる砂糖の量は想像以上で虫歯の原因
となってしまいます。時間を決めて適量を食べることや
食べた後にはすぐに歯を磨くことも大切です。学校での
歯磨き指導が夏休みに生かされることを願います。

心肺蘇生法講習会を実施
７月１２日授業参観後にＰＴＡ

主催の心肺蘇生法講習会が行われ
ました。石橋消防署から６名の皆
さんにお越し頂きました。熱中症
も含め夏休みの生活にも役立つ命
を守るための大切な内容でした。

プール監視の皆様には暑い中、
大変お世話になります。よろしくお願いします。

第２回交通安全教室を実施
７月１７日スクールサポートリーダー石川正一様から

交通や水の安全などのお話をして頂きました。夏休みが

安全に楽しく過ごせることを心から願っております。

やさしく ・あいさつ、返事、言葉遣い

・くつ揃え

・家族のためのお手伝い

・自分のことは自分でする

かしこく ・毎日の読書、家庭学習

・テレビやゲームの時間を決める

・家族との会話、親子読書

・地域の行事への参加

たくましく ・早寝、早起き、朝ごはん

・外遊び、体力作り

・家族と一緒に正しい食習慣

７月１２日には猛暑の中、保護者の皆様には授業参観に
お越し頂きありがとうございました。更生女性保護の会の
皆様にも見守りで御世話になりました。エアコンは付いて
いたもののどの教室も大変暑く、学ぶ子も教える先生も参
観する保護者の皆様も汗を拭きながらの１時間でしたが、
どの教室でも進んで挙手する姿や友だちと対話する姿が見
られ、お子様の成長を感じ取って頂けたことと思います。

これからの社会は人と対話できる力が大切だといわれて
います。本校でも対話を通した学び合いのある授業作りを
進めていることから、自分の考えを相手に伝えることへの
抵抗が少なくなってきているように感じています。

子ども達は友だちとのペアやグループの学習に喜んで取
り組んでいます。自分の考えを認めてもらえたり、褒めて
もらえたりした時の嬉しそうな表情が溢れています。お互
いのよさを認め合える受容的で心地よい人間関係は学習に
とっても生活にとっても、とてもよい影響があります。

子どもの心には「4匹のタイ」が泳いでいるといいます。
子どもの心の中にはいつでも褒められたい、認められたい、
愛されたいというタイが泳いでいます。このタイが元気に
泳ぐと「自尊感情」が育ち、自分はかけがえのない存在で
あることを実感します。さらに、仲間との関わりの中で、
人の役に立ちたいというタイが元気に泳ぐと、「自己有用
感」が育ち、集団の中でも自分のよさを自信をもって積極
的に発揮できるようになります。
お子様の心のタイは、いつでも親御さんのすぐそばを泳いで

います。一緒に過ごす時間が多くなる夏休みは、よいところを
見つけてあげたり、家族で何かにチャレンジしてみたりと、こ
のタイをキャッチしてあげるチャンスがたくさ
んありそうですね。見つけたタイを夕食のメニ
ュー（話題）に添えてみると尚一層「４匹のタ
イ」は元気に泳いでくれることでしょう。

南河中生が小学校で職場体験

６月２０～２２日の３日間、南

河内中２年生６名がキャリア教育の

一環として本校での職場体験を行い

ました。「小学校の先生になりたい」

という将来の夢を抱いている生徒で

す。担当の教室でしっかりとめあて

に向かって活動している姿に、小学校段階で子どもの心の４匹

のタイを上手に泳がせ、子ども達の将来につながる自尊感情や

自己有用感を育んであげなければならないと改めて思いました。

～職場体験の感想から～
○児童とコミュニケーションをとる時でも児童を育てられる

ような話し方をすることが大切だと感じました。先生方は

児童の将来のために一つ一つを大切にして指導していると

ころに感動すると同時に尊敬しました。

○児童に注意する時は「何が悪かったのか」を自分自身で考

えさせるように気をつけているという先生の話が心に残り

ました。注意されても何が悪かったのか気付かずにいたら

また同じことを繰り返してしまうと思ったからです。

○先生方は児童一人一人の性格に寄り添いながら接している

ところに感動しました。授業についていけない子やけんか

をしてしまった時への対応もとても丁寧でした。子どもに

考えさせるように話しかけ、判断力や行動力を高めている

んだなあと思いました。


